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疎水 化処理 したNiフ ェ ライ ト粒子 へ の グル コ ア ミラ

ーゼ の 固定化

（TDK ・基礎材料研 ） ○高濁進 、 皆川保

【目的】　 磁性微粒子 くNiフ ェ ライ ト） よりな る固定 化酵素担体 に ア ミノ 基お よび疎水性

宮能基 に よる表面処理 を行 い 、こ れ らに よる固定化酵素の 活性 に 対す る影響を明 らか に す

る こ とを目的 とす る 。

【方法 】　 液相合成 した　Niフ ェ ライ トに シ ラ ン カ ッ プ リン グ剤 を用 いて ア ミノ基 お よ び疎

水性官能基 を含む表面処理 を行 っ た 後、 グル コ ア ミラ
ーゼ を固定化 し、可溶性デ ン プ ン の

加水分解反応を行い 、 生 成 した グ ル コ ー
ス 量を測定 して酵素活 性を算 出 した 。

【結果】　 ア ミノ基に 20 　mg ／ g の 酵素 を固定化 した 。 固定化後、初期の 活性は 遊離酵素

に 対 して 1％で あ り、担体を飽和磁 化させた後で は e ． 3 ％ まで 低下す る 。 これは 残留磁

化に よ る凝集の ため と考 え られ る。

一方 、 ア ミノ基の 一部 を疎水性 の フ ェ ニ ノレ基 と置換す

る と酵素 の 固定 化量 に 変化な い が、酵素 活

性は 遊離酵素 に 対 して 10 ％ 以上 に 向上 す

る 。 飽和磁 化 させ た後 も 8 ％ の 活性 を維 持

して い る。また疎水化処理 に より担 体 の 二

次 粒子径は 10 −｝ 7 μ血に な り、 特に 20 μm

以上 の 大きな凝集粒子が 約半分 に減 少 して

い る こ とか ら 、 粒子表面 の 反 発 力 が 強あ ら

れた 結果で あ るこ とが判 っ た 。 同様の 結果

がメ チル 基置換で も得 られて い る 。
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表 面官能基 相対活性

00mol％ 1倍
50H］o艮％　　−P翻e　50mol％ 5倍
1mo匡％　　−Phe　99コno正鬼 10倍

一Phe100皿ol鬼 7倍
1皿ol％　　−CH3　99mol％ 10倍
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固定化酵素に よる レバ ンの合成とレバ ンの 性質
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【目的】しevansucrase に よ る シ ュ クロース か らの レバ ン倉成は酵素の 起源 に よ り多 少異 な るが 反応条 件

に よ り分子 量、或は 分岐頻度 が 著し く異な っ て く る。今回は 固定化酵簗 を用 い る と 容易に 高分子 レパ ン

合 成 が行え るこ と が判明 した の で 、その 方法 と得 られ た レバ ンの 性質に つ いて 報告す る。

【方法】酵素 は市販納豆 よ り分離 した一菌株 を大豆粕抽出液
一
シ ュ ク ロ ー

ス 培地で 生育 させ た薀体より

訓 食塩水で 酵素 を遊離さ せ ゲ ル クロ マ トに よ り得 られ た酵素画分 を用い た。固定化はハ ニ カム 状セ ラ ミ

ッ クス SINO （日本 ガ イシ提 供 ） を酵素 液 に 浸 し冷所 （4℃） に 1時問 放置 す る こ と に よ り行 っ た。反応

は固定に支持体を充分洗浄 した後、2礦 シ ュ クロ ー
ス 液に浸 し、30℃で 24時間反応させ 固定化支持体の

表 面 に ゲ ル状 に生 成 した レ バ ンを スバ チ ュ ラーで 集め 沸騰水 中で 10分間加 熱溶 解 させ充 分 透析 した援、

凍結乾燥標品と した。

〔精 果 〕100gの シ ュ クロ ー
ス よ りi回の 操 作 で 約 7．5gの レバ ン が得 られ、

数回 反 復 し て も同 様 の 収量 が 得 ら れ た．分 子量 は約 250万、メ チル 化 分析

に よ る フル ク ｝・　一一ス の 直鎖単位鎖長 は8〜9 残基で 枯草 菌Levansucrasett

よ り合成さ れ る レ バ ン （単位鎖長 II〜12 ）に 比べ 分 岐頻度が高 い もの と

推定され た 。 イン ベ ル タ
ーゼ に より分解ng50X位まで 直線的な遣元糖

（フ ル ク トース遊 離 ）の 増 加 を示 した。core と して 残 る 部分に つ い て

目下検討中で 得 られ た結果 に つ い て 報告 す る。
teval 脚   aoetmic 　erPP ＝tt 　su．10CN
麟 2．St 踟 wld し  【B ）

’Synthe 。 ts　。 fi　 tevan 　ntth 　revansuvrase 　lrTm・biユi・ed   鵬 （
’
erani ・ S騨 丘 SM一工0 齟 跏 P 即 圃 e ・ 。ω 燈 伽  

　 O 踟 工izuka，　Aytmru　Y撫 dar 賍 demasa 　Yarwaguchi ☆ and 　Nbε鳳 瓧 n   血 a

　 （Bi61   y 卿 t ，　Fac 。 f　S 。 工 跏 ♂Div 。f 翫 v     t ・ エ ？  ・d　 S・ 土，　Fa ・ 。f　S・i 。f・Li蜘 q ，
〔漁 k・ Ct 七y 伽 土▽ 1

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


